
⑴ 2024年11月10日 2024年11月号（第704号）一人は万人のために、万人は一人のために

－はるな生協の現況－
（2024年10月31日現在）

組合員数� 19,569人
出資総額� 390,125,500円
一人平均出資額� 19,936円

電話 027（323）2762 11 月 号

組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
組
合
員
活
動
部
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

　

小
二
の
時

「
八
月
が
来
る

た
び
に
」
と
い

う
物
語
を
読
ん

だ
。
長
崎
に
住

む
き
ぬ
え
と
い
う
少
女
が

被
爆
す
る
話
で
、
私
は
そ

の
本
で
原
爆
や
放
射
能
の

恐
怖
と
理
不
尽
を
初
め
て

知
っ
た
。
以
来
恐
怖
に
取

り
付
か
れ
た
私
を
救
っ
て

く
れ
た
の
は
「
非
核
三
原

則
と
憲
法
９
条
が
あ
る
」

と
い
う
父
の
言
葉
だ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
頼
み
の
綱
も

細
く
な
っ
て
き
た
昨
今
だ

▼
10
月
11
日
「
日
本
原
水

爆
被
害
者
団
体
協
議
会
（
被

団
協
）
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
」
の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び

込
ん
で
き
た
。
悲
惨
な
被

爆
体
験
を
証
言
し
、
ノ
ー

モ
ア
ヒ
バ
ク
シ
ャ
と
世
界

平
和
を
訴
え
て
き
た
こ
と

が
世
界
で
認
め
ら
れ
た
の

だ
。
箕
牧
理
事
長
の
話
を

聞
き
、
核
兵
器
は
戦
争
の

抑
止
力
に
な
ら
な
い
と
の

思
い
を
強
く
し
た
▼
一
方
、

被
団
協
ら
の
尽
力
に
よ
り

国
連
で
採
択
さ
れ
た
核
兵

器
禁
止
条
約
を
日
本
政
府

は
批
准
し
て
い
な
い
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
石
破
首
相
は

核
の
共
有
や
持
ち
込
み
ま

で
検
討
す
べ
き
と
言
っ
て

い
る
。
今
回
の
平
和
賞
受

賞
に
つ
い
て
述
べ
た
祝
意

が
本
心
な
ら
、
先
ず
は
核

兵
器
禁
止
条
約
に
日
本
を

参
加
さ
せ
て
ほ
し
い
▼
こ

の
「
虹
」
が
印
刷
さ
れ
る

頃
は
衆
院
選
の
結
果
が
出

て
い
る
。
非
核
三
原
則
の

正
当
性
を
讃
え
て
い
る
世

界
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
き
ち

ん
と
受
け
取
り
、
平
和
を

実
現
し
て
く
れ
る
候
補
者

が
一
人
で
も
多
く
当
選
し

て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。�

（
ゆ
）

は
る
な
生
活

協
同
組
合

は
る
な
生
協

組

合

員

活

動

部

　

は
る
な
生
協
創
立
70
周
年
記
念
企
画
と
し
て
、

昨
年
か
ら
取
り
組
ん
だ
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
祭
。
今

年
は
下
滝
町
で
行
い
ま
し
た
。

　

５
０
０
本
を
６
月
に
植
え
、
草
取
り
は
収
穫
ま

で
に
４
回
。
収
穫
祭
に
は
41
人
が
参
加
し
、
６
月

か
ら
延
べ
89
人
が
こ
の
企
画
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

収
穫
祭
で
の
生
協
加
入
は
１
件
、
増
資
は
22
件

の
計
２
９
０
０
０
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

生
協
の
役
割
を

生
協
の
役
割
を

サ
ツ
マ
イ
モ
大
き
さ

サ
ツ
マ
イ
モ
大
き
さ

コ
ン
テ
ス
ト

コ
ン
テ
ス
ト

7070
周
年
企
画

周
年
企
画

フ
リ
マ
＆
バ
ザ
ー

フ
リ
マ
＆
バ
ザ
ー

サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
祭
に
40
人
余

　

収
穫
祭
に
先
立
っ
て
山
田

幸
弘
理
事
よ
り
、
畑
を
提
供

　

昨
年
も
好
評
の
サ
ツ
マ
イ

モ
大
き
さ
コ
ン
テ
ス
ト
を
行

　

収
穫
祭
で
掘
り
上
げ
た
サ

ツ
マ
イ
モ
は
、
11
月
16
日

（
土
）
に
行
わ
れ
る
70
周
年

記
念
事
業
第
４
回
フ
リ
マ
＆

バ
ザ
ー
に
て
販
売
い
た
し
ま

す
。
70
周
年
寄
せ
書
き
も
会

場
で
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

大きさコンテスト。立派なイモを手に

大きさコンテストの副賞を笑顔でもらう参加者

し
て
く
れ
た
井
田
雅
子
組
合

員
、
そ
し
て
収
穫
ま
で
手
入

れ
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
40
人

を
超
え
る
組
合
員
に
感
謝
を

伝
え
ま
し
た
。

創
立
70
周
年
記
念
企
画　

70
周
年
を
迎
え
、
は
る
な

生
協
が
果
た
し
て
き
た
役
割

に
も
触
れ
「
無
料
低
額
診
療

事
業
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

桐
生
市
の
生
活
保
護
の
実
態

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
税
金

が
払
え
な
い
保
険
証
が
も
ら

え
な
い
人
が
今
い
る
の
で
す
。

そ
う
い
う
世
の
中
を
何
と
か

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

そ
し
て
私
た
ち
の
健
康
を

守
る
活
動
な
ど
、
は
る
な
生

協
へ
の
た
く
さ
ん
の
思
い
が

詰
ま
っ
た
本
日
の
サ
ツ
マ
イ

モ
収
穫
祭
。
地
域
組
合
員
と

職
員
組
合
員
が
力
を
合
わ
せ

て
楽
し
ん
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

特定健診はお済みですか？～頸動脈超音波検査のご案内～
（予約制です）

検査をお勧めしたい人 人間ドックもご利用ください

027-323-2181（健診室直通）
予約電話受付時間

平　日　８：00～ 17：00
土曜日　８：30～ 13：00

組合員価格：2,464円

高崎市国保人間ドック
組合員価格　13,120円
後期高齢者医療人間ドック
組合員価格　13,920円

オプションの追加検査も可能です。

●脂質異常症、高血圧、糖尿病、
　肥満の人
●喫煙習慣がある人
●ストレスを感じやすい人
●偏った食事内容をしている人
●飲酒の習慣がある人

　頸動脈超音波検査では、動脈硬化の有無や
血管の詰まり具合などを調べます。心筋梗塞や
脳梗塞のリスクが高いかどうかが分かります。

◆�

連
載
・
リ
ハ
ビ
リ
／
外
国
人
技
能

実
習
生
特
集
な
ど
（
２
面
）

◆�

お
便
り
・
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
／

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
／
連
載
・
私
の
趣

味
な
ど
（
３
面
）

◆�

10
月
の
活
動
／
す
こ
し
お
レ
シ
ピ

／
１
月
（
新
春
）
号
作
品
募
集
な

ど
（
４
面
）

い
ま
し
た
。
１
位
は
１
・
８

キ
ロ
を
掘
り
上
げ
た
渡
辺
さ

ん
。
２
位
、
３
位
と
１
キ
ロ

超
え
が
続
き
ま
し
た
。

　

大
き
さ
コ
ン
テ
ス
ト
の
商

品
は
野
菜
の
数
々
。
出
荷
す

る
際
に
は
じ
か
れ
て
し
ま
う

不
揃
い
。
割
れ
や
規
格
外
の

ミ
ニ
ト
マ
ト
、ズ
ッ
キ
ー
ニ
、

キ
ュ
ウ
リ
、人
参
、か
ぼ
ち
ゃ

な
ど
で
し
た
。

今 月 の 紙 面 （11月号）



2024年11月10日 ⑵2024年11月号（第704号） 緑　　　　   十　　　　   字（みどりじゅうじ）

無
料
低
額
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
治
療
費
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
高
崎
中
央
病
院
・
通
町
診
療
所
・
は
る
な
生
協
歯
科
診
療
所

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
く
て
お
困
り
の
方
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

　

今
回
は
認
知
症
に
つ
い
て

の
お
話
で
す
。
認
知
症
と

は
、
脳
の
機
能
が
徐
々
に
低

下
す
る
こ
と
で
、
記
憶
や
思

考
、
判
断
力
、
そ
し
て
日
常

生
活
の
能
力
に
支
障
を
き
た

す
病
気
で
す
。
特
に
高
齢
者

に
多
く
見
ら
れ
、
加
齢
に
伴

う
脳
の
変
化
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
ま
す
。

　

認
知
症
に
は
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
、
血
管
性
認

知
症
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知

症
な
ど
が
あ
り
、
進
行
の
仕

方
や
症
状
は
異
な
り
ま
す

が
、
全
般
的
に
認
知
機
能
の

低
下
が
特
徴
で
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

視
点
か
ら
は
、
認
知
症
患
者

さ
ん
が
で
き
る
限
り
自
立
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
支

援
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

よ
く
、
物
忘
れ
を
す
る
と

認
知
症
で
は
な
い
か
と
心
配

さ
れ
る
話
を
聞
き
ま
す
が
、

認
知
症
と
物
忘
れ
の
違
い
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

私
た
ち
も
思
い
違
い
や
勘

違
い
、
物
忘
れ
は
日
常
的
に

経
験
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
の

特
徴
と
し
て
は
、
①
体
験
の

一
部
を
忘
れ
る
②
記
憶
障
害

の
み
が
み
ら
れ
る
③
物
忘
れ

を
自
覚
し
て
い
る
④
見
当
識

（
日
時
や
季
節
な
ど
）
が
比

較
的
保
た
れ
て
い
る
⑤
日
常

生
活
に
支
障
が
な
い
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

比
べ
て
、
認
知
症
に
お
け

る
物
忘
れ
の
特
徴
と
し
て

は
、
①
体
験
の
全
体
を
忘
れ

る
②
記
憶
障
害
に
加
え
て
判

断
の
障
害
や
実
行
機
能
障
害

（
料
理
、
家
事
な
ど
の
段
取

り
が
わ
か
ら
な
く
な
る
、
な

ど
）
が
あ
る
③
物
忘
れ
の
自

覚
に
乏
し
い
④
日
常
生
活
に

支
障
が
で
る
な
ど
の
特
徴
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

作
業
療
法
士
は
、
患
者
さ

ん
の
日
常
生
活
動
作
（
Ａ
Ｄ

Ｌ
）
を
支
援
す
る
た
め
に
あ

り
、
認
知
機
能
を
刺
激
し
な

が
ら
、
家
事
や
身
の
回
り
の

こ
と
を
行
う
練
習
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、食
事
や
入
浴
、

着
替
え
と
い
っ
た
基
本
的
な

動
作
を
繰
り
返
し
練
習
す
る

こ
と
で
、
患
者
さ
ん
が
少
し

で
も
長
く
自
立
し
た
生
活
を

維
持
で
き
る
よ
う
手
助
け
し

ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
の
進

行
に
伴
い
、
環
境
の
変
化
に

対
応
す
る
力
が
低
下
す
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
安
全
な
環

境
を
整
え
る
こ
と
も
作
業
療

法
の
重
要
な
役
割
で
す
。

　

例
え
ば
、
家
の
中
の
危
険

箇
所
を
減
ら
す
た
め
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
っ
た
り
、
必
要

な
補
助
具
を
提
案
し
た
り
し

ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

お
い
て
、
認
知
症
患
者
さ
ん

に
対
す
る
介
入
は
、
単
に
機

能
の
改
善
を
目
指
す
だ
け
で

な
く
、
患
者
さ
ん
と
そ
の
家

族
が
抱
え
る
精
神
的
な
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
も
重
要
で

す
。

　

認
知
症
は
、
患
者
さ
ん
だ

け
で
な
く
、
家
族
や
介
護
者

に
と
っ
て
も
大
き
な
負
担
を

伴
う
病
気
で
す
。
リ
ハ
ビ
リ

職
は
、
患
者
さ
ん
の
生
活
の

質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

家
族
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
指
導

も
行
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
な
に
か
生
活
上

不
安
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ま
ず
は
当
院
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
医
師
を
中
心
に

医
療
や
介
護
、
社
会
資
源
活

用
の
専
門
家
が
、
皆
様
の
お

力
に
な
れ
る
よ
う
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

（
作
業
療
法
士　

�
佐
藤　

琢
也
）

連　載

（
そ
の
６
）

役
に
立
つ

役
に
立
つ
リ
ハ
ビ
リ

リ
ハ
ビ
リ
あ
れ
こ
れ

あ
れ
こ
れ

役
に
立
つ

役
に
立
つ
リ
ハ
ビ
リ

リ
ハ
ビ
リ
あ
れ
こ
れ

あ
れ
こ
れ

10
月
は
生
協
コ
ー
ナ
ー

　

今
年
度
の
生
協
強
化
月
間

で
は
、
高
崎
中
央
病
院
生
協

コ
ー
ナ
ー
を
復
活
さ
せ
て
理

事
が
先
頭
に
立
ち
、
患
者
利

用
者
へ
加
入
増
資
を
訴
え
て

い
ま
す
。

　

増
資
を
し
た
方
か
ら
、「
待

合
室
の
イ
ス
が
破
け
て
い
て

気
に
な
る
の
で
使
っ
て
欲
し

い
」

「
受
付
に
杖
の
置
き
場
所
を

設
け
て
欲
し
い
」（
早
速
設

置
し
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
）

「
以
前
家
族
が
入
院
で
お
世

話
に
な
り
増
資
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
」
な
ど
組
合
員

の
声
も
届
き
ま
し
た
。

　

新
規
加
入
の
方
で
、「
家

族
が
加
入
し
て
い
て
自
分
も

組
合
員
だ
と
思
っ
て
い
た
」

と
い
う
方
へ
は
、
ぜ
ひ
ご
自

身
で
加
入
を
と
お
願
い
し
快

く
加
入
し
て
頂
け
ま
し
た
。

（
生
協
コ
ー
ナ
ー
・
10
月　

月
～
木
・
10
時
半
～
12
時
）

手
続
き
で
出
資
の
引
継
ぎ
に

　
「
家
族
が
加
入
し
て
い
た

が
亡
く
な
り
、
そ
の
後
ど
う

し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
い
」

と
い
う
利
用
者
の
方
へ
、
早

速
加
入
状
況
に
つ
い
て
調

べ
、
出
資
内
容
を
伝
え
ま
し

た
。
後
日
ご
家
族
の
死
亡
脱

退
手
続
き
を
行
い
、
ご
本
人

が
加
入
し
て
頂
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

月
間
の
後
半
は
地
域
で

　

病
院
の
待
合
室
で
は
、
事

業
所
を
利
用
す
る
方
へ
の
声

掛
け
で
16
日
ま
で
に
加
入
13

件
出
資
17
件
が
集
ま
り
ま
し

た
。
月
間
後
半
は
地
域
で
、

加
入
・
増
資
を
訴
え
ま
し
ょ

う
。

　

ご
家
族
の
加
入
状
況
を
調

べ
て
、
出
資
の
引
継
ぎ
を
行

う
事
も
大
切
な
生
協
を
支
え

継
続
す
る
活
動
で
す
。
加
入

状
況
は
組
合
員
活
動
部
へ
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
緑
十
字
を
活
用
し

10
月
号
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
、
健
康
チ
ャ
レ

ン
ジ
、
各
種
企
画
も
も
れ
な

く
紹
介
を
し
て
、
加
入
増
資

や
引
継
ぎ
に
つ
な
げ
ま
し
ょ

う
。

営
業
車
に
緑
の
ポ
ス
タ
ー

事
業
所
見
学
を
班
会
に

　

は
る
な
生
協
の
営
業
車
に

は
月
間
ポ
ス
タ
ー
が
張
ら
れ

て
い
ま
す
。
介
護
事
業
所
は

４
事
業
所
と
な
り
、
高
齢
者

住
宅
、
看
護
小
規
模
多
機
能

事
業
所
も
で
き
ま
し
た
。
施

設
見
学
や
介
護
の
話
を
聞
く

班
会
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
に
は
塚
沢
支
部
で
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
講
師
に

介
護
の
話
を
聞
き
ま
す
。
倉

賀
野
支
部
で
は
介
護
の
事
業

所
見
学
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
家
族
会
員
と
し
て
利
用
は

可
能
で
す
。
そ
の
場
合
は
同

居
家
族
が
対
象
で
す
。ま
た
、

組
合
員
証
へ
の
登
録
が
必
要

で
す
。
家
族
登
録
の
変
更
や

追
加
、
会
員
の
確
認
は
組
合

員
活
動
部
ま
で
。
０
２
７
︱

３
２
３
︱
２
７
６
２
】

２０２４年度生協強化月間
理事先頭に立ち、加入増資訴える

10/１～11/30

杖置きを受付に設置。杖をはさむ仕様

はるな生協での
「技能実習生と特定技能生」（第２回）
　当生協では、2019年頃から準備して、就業規則
や給与体系を準備し、2022年２月からベトナムか
ら計４人を受け入れてきました。現在、介護施設
の「ほほえみの杜」と「虹の家」で実習しています。
　全３回特集で、今回は２回目の紹介です。

グェン　ティ　タンさん
（女性・ベトナム出身）特定技能生

　既に、技能実習期間の３年を終えて、「デ
イホームほほえみの杜」で介護福祉士を目指
しています。

【特集】

（左）山田幸弘理事、（右）職員の吉井さん（放射線技師）
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ワイワイ子育て ワイワイ子育て 講演と交流講演と交流
︿
中
居
町　

佐
藤
美
沙
子
﹀

　

急
に
寒
く
な
り
体
調
を
崩

し
や
す
く
て
家
族
で
風
邪
っ

ぴ
き
中
で
す
。
秋
冬
服
準
備

し
な
く
ち
ゃ
ね
。
寒
く
な
っ

て
も
ビ
ー
ル
は
飲
み
ま
す
‼

︿
中
居
町　

佐
々
木
功
江
﹀

　

紅
葉
の
美
し
い
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
体
を
動
か
し
体

力
づ
く
り
を
頑
張
り
ま
す
。

︻
俳
句
・
川
柳
︼

楼
門
に
爽
や
か
な
風
箕
郷
城

箕
郷
町　

芹
澤　
　

和

観
音
の
背
に
沈
み
ゆ
く
秋
夕
焼

双
葉
町　

須
賀　

宏
江

入
り
日
風
香
り
仄
か
に
秋
め
け
り

江
木
町　

五
十
嵐
陽
子

高た
か

値ね

で
も
買
う
他
は
な
し
今
年
米

東
貝
沢
町　

中
西　

好
江

︻
短
歌
︼

猛
暑
あ
り
米
の
不
足
も
あ
っ
た
年

　
　
　
　

残
り
少
な
い
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
る

下
之
城
町　

菊
池　

弘
美

宇そ

ら宙
に
浮
く
水
の
星
で
の
殺
し
合
い

　
　
　
　

神
も
し
在
ら
ば
止
め
て
欲
し

乗
附
町　

関
谷　

治
行

夫つ
ま

逝ゆ

き
て
二
十
年
わ
れ
老
い
た
り

　
　
　
　

あ
の
世
で
逢
え
て
も
知
ら
ぬ
と
云
う
か
も

藤
岡
市　

野
村
美
佐
江

紅
赤
黄
絨
毯
踏
み
肌
寒
し

　
　
　
　

サ
ー
モ
ス
水
筒
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク

中
居
町　

佐
藤　

正
裕

（
掲
載
は
到
着
順
で
す
）

【
応
募
要
領
】

　

ハ
ガ
キ
に
答
え
を
書
い

て
左
記
に
お
送
り
下
さ

い
。
抽
選
で
10
名
の
方
に

図
書
券
を
送
り
ま
す
。
ま

た
、「
お
便
り
」
コ
ー
ナ
ー

ま
で
、
あ
な
た
の
近
況
、

ご
意
見
、
そ
の
他
、
一
言

添
え
て
下
さ
い
。

【
宛
先
】

〒
３
７
０
-
０
０
４
３

高
崎
市
高
関
町
498
の
1

は
る
な
生
協

緑
十
字
編
集
委
員
会

11
月
30
日（
土
）必
着
の
こ
と
。

10
月
の
正
解
は

で
し
た
。

︻
10
月
当
選
者
︼

左
記
の
方
に
図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

野
村　

時
枝
（
檜
物
町
）

肥
田　

節
子
（
檜
物
町
）

高
岸　

富
行
（
下
滝
町
）

小
林
よ
し
子
（
上
中
居
町
）

小
林　

晶
子
（
中
居
町
）

北
爪　

良
子
（
聖
石
町
）

関
口　

広
樹
（
城
山
町
）

宮
澤
美
代
子
（
羅
漢
町
）

田
嶋
ヒ
デ
子
（
上
並
榎
町
）

大
山
と
み
江
（
倉
賀
野
町
）

【解き方】タテ・ヨコのカギを解いてクロスワードを完成したら、二重ワク
の文字をＡ～Ｆの順に並べて言葉を完成させてください。

バ
ト
ン

チ

タ
ッ

【連載28】

Ｙ
・
Ｍ
さ
ん

　

フ
エ
ル
ト
で
ま
ま
ご
と

セ
ッ
ト
を
作
り
ま
し
た
。

私
の
趣
味

私
の
趣
味

　
聞
い
て
み
ま
し
た
！

　
聞
い
て
み
ま
し
た
！

い
た
の
に
、
思
い
の
ほ
か
喜

ん
で
遊
ん
で
い
る
姿
を
見

て
、う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
度
は
何
を
作
ろ
う
か
？

考
え
る
の
も
楽
し
み
で
す
。

無
料
低
額
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
治
療
費
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
高
崎
中
央
病
院
・
通
町
診
療
所
・
は
る
な
生
協
歯
科
診
療
所

お
便
り

　

お
に
ぎ
り
弁
当

や
ハ
ン
バ
ー
グ
、

オ
ム
ラ
イ
ス
セ
ッ

ト
、
ク
レ
ー
プ
な

ど
型
紙
に
合
わ
せ

て
フ
エ
ル
ト
を
切

り
、
簡
単
な
ス

テ
ッ
チ
で
縫
い
合

わ
せ
ま
す
。

　

孫
達
が
、
お
店

屋
さ
ん
ご
っ
こ
で

遊
ん
で
く
れ
ま
し

た
。
脳
ト
レ
の
つ

も
り
で
手
掛
け
て

開催日時：12月19日（木）
　　　　　14時00分～ 14時50分

　告知されておりました11月の講演会につきましては、諸事情に

より延期となりましたことをお伝えいたします。

　申し訳ございませんでした。

なくそう子供の事故

① 鈴木医師による講演　　　　　　20～30分

② 何でも聞いてみようのコーナー　20～30分

小児科待合室にて

高崎中央病院　TEL 027-323-2665（代）

小児科直通　TEL 027-323-2607

　みなさん、今年の健康チャレンジの取り組みは順調ですか？そろ
そろ30日間が終了して報告はがきを出そうかなという方もいらっ
しゃると思います。組合員活動部や高崎中央病院、通町診療所など
に提出ポストがありますので、ぜひご利用ください。班会や支部で
声を掛け合って取り組んで、みんなで達成感を分かち合いましょう。
　健康チャレンジの報告は、パソコンやスマートフォンからでもで
きます。パンフレットも見られます。報告を
いただいた方には、参加賞をお届けします。
健康習慣づくりのきっかけに、ぜひご参加く
ださい。
　結果報告の締切りは、来年（2025年）１
月31日（金）です。
（パンフレット中面右上のＱＲコードを入れ
てください。）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
く
て
お
困
り
の
方
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

ぐんままるごと健康チャレンジ、ぐんままるごと健康チャレンジ、
進んでいますか？進んでいますか？



「すこしお」とは…
　「少しの塩分ですこやかな生活」
を目指す医療福祉生協のとりくみ
の総称です。
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組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
組
合
員
活
動
部
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

ちょっと一言ちょっと一言ちょっと一言

きのこグラタン

●材　料（２人分）
・シイタケ��������１パック
・エノキ�������１/２パック
・ブロッコリー��������４房
・サラダ油������大さじ１/２
・塩、こしょう�������各少々
・マヨネーズ�������大さじ３

●作り方
①�キノコ類は石づきを切り落とし、シ
イタケは薄切り、エノキは長さを３
等分に切る。
②�ブロッコリーは茹でて小さい房にす
る。
③�フライパンにサラダ油を熱して①の
キノコ類を炒める。しんなりしてき
たらブロッコリーも加えて炒め、塩・
こしょうで味付けする。

　キノコに豊富に含まれるカリウムは、とり過ぎてしまった塩分
を排出する作用があり、血圧の降下に役立ちます。マヨネーズを
使い簡単味付け。満足感がある一品です。
� （高崎中央病院栄養科　管理栄養士　湯本　祐子）

す
こ
し
お

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

④�グラタン皿（耐熱皿）に③を入れて
マヨネーズを格子状に絞り、オーブ
ントースターで５～６分焼く。

〈１人分の栄養価〉
　173kcal.　塩分0.9ｇ

介
護
施
設
を
見
学

	
倉
賀
野
支
部
・
さ
ざ
ん
か
班

映
画
上
映
会
に
３
５
０
人

　

倉
賀
野
支
部
さ
ざ
ん
か
班

は
、
10
月
24
日
に
か
ね
て
か

　

は
る
な
生
協
創
立
70
周
年

記
念
映
画
上
映
会
が
10
月
18

日
に
高
崎
シ
テ
ィ
ー
ギ
ャ
ラ

リ
ー
コ
ア
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
午
前
・
午
後
・
夜

　

生
協
強
化
月
間
ス
タ
ー
ト

「
ワ
ク
ワ
ク
健
康
チ
ェ
ッ
ク
Ｄ

ら
希
望
し
て
い
た
高
齢
者
住

宅
虹
の
家
と
看
護
小
規
模
多

機
能
つ
む
ぎ
の
見
学
を
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
11
人
。
虹

の
家
で
は
、
職
員
の
説
明
を

聴
き
な
が
ら
真
剣
に
メ
モ
を

取
る
参
加
者
も
。
生
活
し
て

い
る
雰
囲
気
を
感
じ
な
が
ら

の
見
学
は
、
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
く
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

つ
む
ぎ
で
は
、
通
い
・
訪
問
・

泊
ま
り
の
３
つ
の
サ
ー
ビ
ス

を
組
み
合
わ
せ
て
自
由
に
過

ご
せ
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ

ま
し
た
。

の
３
回
上
映
で
約
３
５
０
人

の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。「
上

映
会
前
日
に
西
田
敏
行
さ
ん

の
訃
報
に
触
れ
見
に
来
ま
し

た
」
と
い
う
方
も
い
ま
し
た
。

Ａ
Ｙ
」
を
10
月
１
日
に
組
合

員
ふ
れ
あ
い
会
館
で
行
い
ま

10
月
の
活
動

第36回ふるさとの散歩道
「碓氷峠の廃線跡を歩こう～

めがね橋まで」
　10月５日、小雨が降ったりやんだりの中、横川駅を７人で出発。上毛か
るたにもある「碓氷峠の関所跡」を見学（ガイドの方が説明してください
ました）したのち、アプトの道を歩き始めました。アプトの道はゆるやか
な上り坂ですが整備されていて歩きやすかったです。明治45年建築の旧丸
山変電所の煉瓦造りの建物に感心し
きり。峠の湯を通り過ぎてめがね橋
に到着。上からの眺めも、新しくで
きた階段を下りて見上げるめがね橋
もよかったです。碓氷湖まで戻って
昼食休憩。鏡のように景色を反射す
る湖面がきれいでした。電車の時間
を気にしつつ駅まで戻り、達成感の
ある散歩道でした。

※�第１回～第36回までの散歩道の地図も組合員ふれあい会館１階に用意してあ
ります。（欠番あり）

12月のふるさとの散歩道はお休みです。
　来年（2025年）１月に「初詣に行こう！」を企画しています。緑十字
12月号をお楽しみに。

　

午
前
・
夜
の
部
で

は
山
田
教
育
文
化
委

員
長
、
午
後
の
部
で

は
鈴
木
理
事
長
が
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

午
前
の
部
で
は
上
映

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま

し
た
が
、
い
い
映
画

だ
っ
た
、
感
動
し
た
、

命
の
尊
さ
や
在
宅
医

療
の
あ
り
方
を
考
え

さ
せ
ら
れ
た
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

し
た
。

　

血
圧
や
骨
密

度
測
定
、
血
管

年
齢
測
定
、
握

力
、
足
指
力
な

ど
を
行
い
、
歯

科
で
は
口
腔
乾

燥
状
態
の
検

査
を
行
い
ま
し

た
。

　

受
付
で
は
カ

フ
ェ
コ
ー
ナ
ー

や
野
菜
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
行
わ

れ
、
要
員
を
含

め
た
参
加
者
は

50
人
で
し
た
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
50
人

お問い合わせ先：組合員活動部　担当・野村�TEL：027-323-2762

反貧困実行委員会
　皆様に支えられ、お蔭様で15年となった生活困窮者支援です
が、炊き出しは現在も月２回（第一・第三土曜日）の実施、ま
たシングルマザー支援活動（ひとり親家庭やコロナ禍で無保険
状態となった方々への支援米や食料品などの支援物資の提供）
も継続して取り組んでいます。
　現在、物価高騰の影響によりさらに生活が苦しい状況になっ
ています。
　皆様には、この活動に最も必要な主食のお米（玄米可）と食
料品（おにぎりで使用する海苔など）や生活用品などの支援物
資のご提供を引き続きご協力をお願い致します。

生活困窮者への支援米や食料品・生活用品などの
支援物資のご提供にご協力をお願い申し上げます。

　2025年１月（新春）号の緑十字に組合員の作品を掲載致します。
　「俳句・川柳・短歌」、「絵手紙」、「写真」、「書道」など、多くの作品をお待ちしております。
募集の締め切りは、12月16日（月）までとさせて頂きます。
　住所・氏名などをご記入の上、緑十字編集事務局(組合員活動部)までお送り、もしくは
お持ちください。尚、お届けが困難な場合はご連絡ください。

【宛先】〒370—0043　高崎市高関町498-1
はるな生協・緑十字編集委員会事務局(組合員活動部内)
担当・野村 TEL：027-323-2762

１月（新春）号の作品募集について

説明を聴くのにみなさん真剣

会場いっぱいのコアホール

検査をする歯科衛生士（手前右）


